
地球温暖化への一人

ひとりの意識が大切に

なってきました。

浜松市では市民の省

エネや創エネを支援す

るため、『浜松市スマ

ートハウス・EV 補助
金』で、温暖化対策を

進めています。今年度

は 1 億 1,700 万円の予
算で、蓄電池を 600件、
太陽光発電システムを

400 件、電気自動車を
250 台など、補助を行
っています。9 月 10 日現在の
予算残額は約 5,200 万円です。
右上 QRコードからお早めに！

浜松商工会議所では、今春に市内の

会員企業へ『カーボンニュートラルに

関する実態調査』を行いました。

CO2 の削減に取り組んでいる企業は
全体の約 6割で、具体的には「自社で使用する電気や燃料の削減」や「省エネに配慮した設備
や機器への切り替えや導入」となっています。また、約 4割が「営業車両の HVや EVの導入」
や「太陽光等に由来した電力の自家発電」に取り組んでいます。

調査結果の詳細は、右の QRコードからご覧下さい。

感染症（インフルエンザ・新型コロナ）対策

9月 20日から、新型コロナのワクチン「令和 5年秋開始接種」が始まった。来年 3月 31日

「地球は沸騰化の時代に入った」国連のアントニオ・グテーレス事務総長

の言葉ですが、暑い夏でした。

浜松気象観測所の今年の 8月と 9月の気象データを約 10年前と比べると、
今夏は気温が高かったことがわかります(図１)。

実線は今年8月1日から9月20日の実測値、点線は2008年～2012年の同期間の平均値

■図１ 浜松市の気温 （8月1日～9月20日） 浜松測候所のデータから作成



までで、生後 6 ヶ月以上の
すべての方が自己負担なし

で接種を受けられる。

浜松市感染症情報センタ

ーの「浜松市感染症発生動

向調査週報」の第 19週（5/8
～ 5/14）から第 37 週（9/11
～ 9/17）の報告数の推移を
見ると（図２）、インフルエ

ンザが急速に増加している。

新型コロナはピークに達し

た後、やや減少傾向となっ

ているが、多くの感染者が

発生している。

第 37週（9/11～ 9/17）の
報告数は、インフルエンザ

が 253、新型コロナが 495
となっている。

これを年代別で見ると（図

３）、インフルエンザは 0～
9 才が 59.2 ％、10 ～ 19 才
が 30.4％と、20才未満で 9割を占めている。新型コロナは 0～ 9才が 30.7％、10～ 19才が 23.8
％と、20才未満は約半数で、30代と 50代が約 1割、40代と 60代が約 6％となっている。

2023年9月25日執筆 バックナンバー →

「浜松市感染症発生動向調査週報」より作成

第19週（5/8～5/14）から第37週（9/11～9/17）

＜インフルエンザ＞ ＜新型コロナ＞

■図３ 第37週の 年代別の報告数の割合

【お役立ち セミナー】

○脱炭素とDXセミナー
・日時 10月24日（火） 13：30～16：30 無料
・会場 静岡県産業経済会館＋オンライン配信
・主催 (公財)静岡県産業振興財団 企業脱炭素化支援センター（☎ 054－273－4437）
・内容 a)資金や設備に乏しい中小企業は、どのようにカーボンニュートラルに取り組めば良いのか？

b)脱炭素を実現するために中小企業が行うべきDXとは何か？

■図２ 浜松市の感染症発生動向

***** お問い合わせ *****

西川公一郎（(一財)日本総合研究所 客員研究員、防災士、元浜松市議会議員）

浜松市南区 在住 ko-ichi@24kawa.org


